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(57)【要約】
【課題】バックライト・ユニットの輝度を個別に制御す
ることができるバックライトを提供する。
【解決手段】バックライトは相互に縦列接続された複数
のバックライト・ユニットで構成されている。バックラ
イト・ユニットは発光源とユニット制御回路を含む。ユ
ニット制御回路は、バックライト制御回路が生成した各
バックライト・ユニットの輝度情報を含む制御フレーム
２００－１を受け取って自らの発光源に対する輝度情報
をデータ・フィールドＤＦ１から読み取り、読み取った
輝度情報に基づいて発光源の輝度を制御する。ユニット
制御回路は、読み取った輝度情報を含むデータ・フィー
ルドＤＦ１を削除した新たな制御フレーム２００－２を
生成し、後続のバックライト・ユニットに転送する。個
々のバックライト・ユニットは制御フレームに対して同
じ処理をすることで自らの輝度情報を取得することがで
きる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に縦列接続された複数のバックライト・ユニットで構成され、該バックライト・ユ
ニットが、
　発光源と、
　各バックライト・ユニットに設定する複数の輝度情報を含む制御フレームを先行するバ
ックライト・ユニットから受け取って自らの前記発光源に対する輝度情報を読み取り、後
続のバックライト・ユニットに対して複数の輝度情報を含む制御フレームを転送するユニ
ット制御回路と
を有するバックライト。
【請求項２】
　前記複数の輝度情報のそれぞれが前記バックライトの輝度を制御するバックライト制御
回路により前記縦列接続に関連した順番に前記制御フレームのデータ・フィールドに配置
される請求項１に記載のバックライト。
【請求項３】
　前記ユニット制御回路は、前記後続のバックライト・ユニットに含まれるユニット制御
回路が同じ処理をして当該後続のバックライト・ユニットの輝度情報を読み取ることがで
きるような新たな制御フレームを生成して転送する請求項２に記載のバックライト。
【請求項４】
　前記複数の輝度情報が前記縦列接続の順番に並ぶようにデリミタに続く各データ・フィ
ールドに配置され、前記ユニット制御回路は、自らの発光源に対する輝度情報がデリミタ
に続いて最初に読み取ったデータ・フィールドに含まれていると認識する請求項３に記載
のバックライト。
【請求項５】
　前記ユニット制御回路は、前記制御フレームから読み取った前記輝度情報を含むデータ
・フィールドを削除して前記新たな制御フレームを生成する請求項４に記載のバックライ
ト。
【請求項６】
　前記ユニット制御回路は、前記制御フレームから前記ユニット制御回路が読み取った前
記輝度情報を含むデータ・フィールドを無効に設定して前記新たな制御フレームを生成す
る請求項４に記載のバックライト。
【請求項７】
　前記複数の輝度情報が前記縦列接続の逆の順番に並ぶように各データ・フィールドに配
置され、前記ユニット制御回路は、自らの発光源に対する輝度情報が最後に読み取ったデ
ータ・フィールドに含まれていると認識する請求項３に記載のバックライト。
【請求項８】
　前記ユニット制御回路は、前記制御フレームから読み取った前記輝度情報を含むデータ
・フィールドを削除して前記新たな制御フレームを生成する請求項７に記載のバックライ
ト。
【請求項９】
　前記ユニット制御回路は、前記制御フレームから前記ユニット制御回路が読み取った前
記輝度情報を含むデータ・フィールドを無効に設定して前記新たな制御フレームを生成す
る請求項７に記載のバックライト。
【請求項１０】
　各バックライト・ユニットが、前記ユニット制御回路が読み取った輝度情報に基づいて
前記発光源の輝度を制御する発光源駆動回路を有する請求項１ないし請求項９のいずれか
に記載のバックライト。
【請求項１１】
　各バックライト・ユニットが、前記縦列接続における位置を交換できるように同一構成
になっている請求項１ないし請求項１０のいずれかに記載のバックライト。
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【請求項１２】
　前記発光源が赤、緑、および青の３色の発光源を含み、各データ・フィールドが各色の
発光源に対する輝度情報を含む請求項１ないし請求項１１のいずれかに記載のバックライ
ト。
【請求項１３】
　液晶パネルと、
　ホスト装置から受け取った画像データを前記液晶パネルに書き込んで画像を表示する液
晶パネル制御回路と、
　前記液晶パネルに対する光源を提供するバックライトと、
　前記画像データに基づいて前記バックライトの各発光源に対する輝度情報を生成し、該
輝度情報を含む制御フレームを前記バックライトに転送するバックライト制御回路とを有
し、
　前記バックライトが請求項１～請求項１２のいずれかに記載のバックライトである液晶
ディスプレイ。
【請求項１４】
　前記バックライト・ユニットがマトリクス状に配置され、隣接するバックライト・ユニ
ット同士が縦列接続されている請求項１３に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項１５】
　前記バックライトが直下型バックライトである請求項１３に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項１６】
　前記バックライトがサイドエッジ型バックライトである請求項１３に記載の液晶ディス
プレイ。
【請求項１７】
　請求項１３ないし請求項１６のいずれかに記載された液晶ディスプレイを備えるテレビ
受像機。
【請求項１８】
　請求項１３ないし請求項１６のいずれかに記載された液晶ディスプレイを備えるコンピ
ュータ・システム。
【請求項１９】
　非自発光型ディスプレイに使用するバックライトの輝度を制御する方法であって、
　それぞれが発光源を含み、相互に縦列接続された複数のバックライト・ユニットを提供
するステップと、
　各バックライト・ユニットに設定する複数の輝度情報を含む制御フレームを生成するス
テップと、
　前記制御フレームを先行するバックライト・ユニットから受け取るステップと、
　受け取った前記制御フレームから自らの発光源に対する輝度情報を読み取るステップと
、
　後続のバックライト・ユニットに対して制御フレームを転送するステップと
を有する制御方法。
【請求項２０】
　前記輝度情報が前記制御フレームにおいて前記縦列接続の順番に配置されており、前記
輝度情報を読み取るステップが、他のバックライト・ユニットと同じ処理をして自らの発
光源に対する輝度情報を認識するステップを含む請求項１９に記載の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の発光源で構成される非自発光型ディスプレイのバックライトに関する
。
【背景技術】
【０００２】
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　非自発光型ディスプレイの典型である液晶ディスプレイは、液晶自体は発光しないので
文字や画像を表示させるためには、何らかの光源が必要となる。直視型の液晶ディスプレ
イには光源の利用方法により、バックライトを利用する透過型液晶ディスプレイ、自然光
や室内光を利用する反射型液晶ディスプレイ、および透過型と反射型の機能を備えた半透
過型液晶ディスプレイが存在している。そして、液晶テレビやパーソナル・コンピュータ
には、高い輝度で画面を表示できる透過型液晶ディスプレイが採用されている。
【０００３】
　透過型液晶ディスプレイのバックライトには、光源の配置によりエッジライト型バック
ライト方式と直下型バックライト方式が存在する。エッジライト型バックライト方式では
、液晶パネルの側面に配置した一つまたは複数の光源から放射された光を液晶パネルの裏
面に配置した導光体で全反射させて液晶パネル方向の面光源として利用する。直下型バッ
クライト方式では、複数の発光源が面光源を形成するように液晶パネルの裏側に配置され
液晶パネルを直射する。光源には、発光ダイオード（ＬＥＤ）、エレクトロルミネセンス
素子（ＥＬ）、冷陰極管（ＣＣＦＬ）などが採用される。
【０００４】
　バックライトを複数の発光源で形成して各発光源の輝度を画像データに基づいて制御す
ることでコントラストに優れた画像を表示したり、バックライトの消費電力を低減させた
り、１つのディスプレイに２画面表示を実現したりする方法が知られている。この場合、
発光源の数を増大させるほどきめの細かい制御ができるようになる。
【０００５】
　特許文献１は、バックライトをＲＧＢの３２個のＬＥＤユニットに分割し、さらに、画
像をＬＥＤユニットの位置に対応するように分割して、各ＬＥＤユニットの輝度を制御す
る技術を開示する。特許文献２は、複数のＬＥＤ素子が縦列接続された直下型バックライ
トのバックライト駆動装置を開示する。この発明では縦列接続された複数のＬＥＤ素子に
バックライト駆動部から電力が供給され、バックライト駆動部の単位でＬＥＤ素子の発光
量が制御される。特許文献３は、電力変換部に対して複数の発光素子群が接続され、さら
に各発光素子群に対して電流駆動回路が接続された発光装置を開示する。各発光素子群は
、直列接続された複数のＬＥＤ素子で構成されている。特許文献４は、白色ＬＥＤ発光制
御装置にトランジスタと複数の白色ＬＥＤで構成された発光要素が接続され、表示画面の
輝度を任意の場所ごとに変えることが可能なバックライト装置を開示する。
【特許文献１】特開２００８－９００７６号公報
【特許文献２】特開２００６－３０３０９号公報
【特許文献３】特開２００７－２４２４７７号公報
【特許文献４】特開２００４－２４６１１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　複数の発光源の輝度を個別に制御するには、各発光源の電圧または電流を制御する必要
があるが、発光源ごとに多数の電力配線を接続して電力配線に制御された電圧を印加した
り電流を流したりすることには、電力回路の出力ピンや電力配線の増大をもたらすために
限界がある。そこで、発光源と輝度調整用のユニット制御回路で構成されるバックライト
・ユニットを設け、各バックライト・ユニットは共通する電力配線に接続しておき、制御
信号を各ユニット制御回路に送ることで発光源ごとに輝度を制御する制御方式が考えられ
る。
【０００７】
　たとえば、バックライト制御回路に各バックライト・ユニットを並列接続し、バックラ
イト制御回路が生成した各発光源に対する制御信号を対応するユニット制御回路に転送す
る方法が従来から採用されていた。この場合、バックライト・ユニットの数が多くなると
バックライト制御回路の各ユニット制御回路に対する出力ピンの数が増大するため、これ
が実質的にバックライト・ユニットの分割数を制限してしまうという課題があった。これ
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に対して、各バックライト・ユニットをＩ２Ｃバスで接続して制御信号を送る方法が考え
られる。この場合、並列接続の場合に比べて制御配線の数を大幅に減らすことはできるが
、各ユニット制御回路がアドレスなどの識別情報を保有するための機械的スイッチまたは
不揮発性メモリなどを備える必要があった。さらに、各ユニット制御回路が識別情報で個
性を有するようになると、マトリクス状に複数のバックライト・ユニットを配列してバッ
クライトを製造するときに、個々のバックライト・ユニットの管理が煩雑になるという問
題もあった。
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、複数の発光源の輝度を個別に制御するバックライトを提供す
ることにある。さらに本発明の目的は、信号線の数を低減したバックライトを提供するこ
とにある。さらに本発明の目的は、製造時の部品管理を容易にするバックライトを提供す
ることにある。さらに本発明の目的は、そのようなバックライトを採用した液晶ディスプ
レイ、テレビ受像機、およびコンピュータ・システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明にかかるバックライトは、相互に縦列接続された複数のバックライト・ユニット
で構成され、液晶などを利用した非自発光型ディスプレイに利用される。各バックライト
・ユニットは、発光源とユニット制御回路を含む。ユニット制御回路は、バックライト・
ユニットに設定する複数の輝度情報を含む制御フレームを先行するバックライト・ユニッ
トから受け取って自らの発光源に対する輝度情報を認識して読み取り、さらに後続のバッ
クライト・ユニットに対して複数の輝度情報を含む制御フレームを転送する。したがって
、バックライト・ユニットを並列接続した場合に比べて、バックライト制御回路と各バッ
クライト・ユニットとの間の配線の数を減らすことができる。
【００１０】
　発光源およびユニット制御回路は１つのハウジングに収納してハウジングを基板に取り
付けるようにしてもよく、また、基板の表面の相互に近接した位置に直接実装してもよい
。したがって本発明にかかるバックライト・ユニットは、独立して発光制御が可能な物理
的な単体および機能的な単体のいずれも含む。バックライトの輝度を制御するバックライ
ト制御回路が、輝度情報を縦列接続に関連した順番に配列したデータ・フィールドを含む
ように制御フレームを構成してもよい。そして、ユニット制御回路が、後続のバックライ
ト・ユニットに含まれるユニット制御回路が同じ処理をして当該後続のバックライト・ユ
ニットの輝度情報を取得することができるような新たな制御フレームを生成して転送する
ことで、各バックライト・ユニットから個性を除去して製造の容易なバックライトを提供
することができる。
【００１１】
　たとえば、バックライト制御回路が、データ・フィールドをデリミタに続いて輝度情報
が縦列接続の順番に並ぶように制御フレームに配置して、ユニット制御回路が、デリミタ
に続いて最初に読み取ったデータ・フィールドに含まれる輝度情報を自らの発光源に対す
る輝度情報として認識することができる。そして、ユニット制御回路は、制御フレームか
ら読み取った輝度情報を含むデータ・フィールドを削除して新たな制御フレームを生成す
ることができる。あるいは、ユニット制御回路は、制御フレームからユニット制御回路が
読み取った輝度情報を含むデータ・フィールドを無効にして新たな制御フレームを生成す
ることができる。
【００１２】
　また、バックライト制御回路がデータ・フィールドを、輝度情報が縦列接続の逆の順番
に並ぶように制御フレームに配置して、ユニット制御回路が、最後に読み取ったデータ・
フィールドに含まれる輝度情報を自らの発光源に対する輝度情報として認識するようにし
てもよい。そしてユニット制御回路は、制御フレームから最後に配置されたデータ・フィ
ールドを削除して新たな制御フレームを生成することができる。あるいは、ユニット制御
回路は、制御フレームの最後に配置されたデータ・フィールドを無効にして新たな制御フ
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レームを生成することができる。
【００１３】
　バックライト制御回路は、バックライト・ユニットの縦列接続の順番とそれらのバック
ライトにおける空間的な位置との関係を認識することができるので、バックライト・ユニ
ットにアドレス情報がない場合でも制御フレームにおける輝度情報の順番を設定すること
で、各バックライト・ユニットに同じアルゴリズムに基づく処理で自らの輝度情報を読み
取らせることができる。各バックライト・ユニットは、ユニット制御回路が読み取った輝
度情報に基づいて発光源の輝度を制御する発光源駆動回路を備えることができる。各バッ
クライト・ユニットを同一構成にすれば、縦列接続における位置を交換することができる
ので部品管理上製造が容易になる。各バックライト・ユニットが赤、緑、および青の３色
の発光源を含む場合は、データ・フィールドが各発光源に対する輝度情報を含むように構
成することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明により、複数の発光源の輝度を個別に制御するバックライトを提供することがで
きた。さらに本発明により、信号線の数を低減したバックライトを提供することができた
。さらに本発明により、製造時の部品管理を容易にするバックライトを提供することがで
きた。さらに本発明により、そのようなバックライトを採用した液晶ディスプレイ、テレ
ビ受像機、およびコンピュータ・システムを提供することができた。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１は本実施の形態にかかる液晶ディスプレイ１０の基本構成を示すブロック図である
。図２（Ａ）は、バックライト１３の構成を示す平面図で、図２（Ｂ）は、液晶ディスプ
レイ１０の側面図である。図３は、バックライト・ユニット１００の構成を示すブロック
図である。液晶ディスプレイ１０は、液晶パネル１１、バックライト１３、データ線駆動
回路１５、走査線駆動回路１７、液晶パネル制御回路１９、バックライト制御回路２１、
およびバックライト電源回路２３を含んで構成されている。液晶パネル１１は、アクティ
ブ・マトリックス方式を採用しており、各画素を構成する液晶アレイのセルはＴＦＴ（Th
in Film Transistor）、画素容量、および蓄積容量を含んでいる。
【００１６】
　液晶パネル１１は、一つの画素が赤色、緑色、青色（ＲＧＢ）の３つのサブ画素で構成
され、各サブ画素にはそれぞれ赤色、緑色、青色のいずれかのカラー・フィルターが設け
られてフル・カラー表示が可能になっている。本実施の形態にかかるバックライト１３は
、マトリクス状に配置された２８個（４×７）のバックライト・ユニット（１，１）、（
１，２）…（４，７）で構成された直下型のバックライトである。バックライト１３は、
液晶パネル１１の表示面の全域をカバーするように液晶パネル１１の下側に配置されてい
る。
【００１７】
　液晶パネル制御回路１９は、ホスト装置となるテレビ受像器やコンピュータ・システム
のグラフィック・メモリ（図示せず。）から、液晶パネル１１に画像を表示するための赤
色、緑色、青色の画像データＲＧＢおよび同期信号ＳＹＮＣを受け取り、時間軸上にシリ
アルな画像データを作成して、データ線駆動回路１５および走査線駆動回路１７に供給す
る。データ線駆動回路１５および走査線駆動回路１７は、液晶アレイのＴＦＴに対して１
フレーム期間ごとに線順次走査を行って、シリアルな画像データを画素容量に順番に書き
込むことで液晶パネル１１に平面的な画像を表示する。
【００１８】
　各バックライト・ユニット（１，１）～（４，７）は、独立した輝度の制御が可能なよ
うに構成されており、バックライト制御回路２１は、グラフィック・メモリから受け取っ
た赤色、緑色、青色の画像データＲＧＢから各バックライト・ユニット（１，１）～（４
，７）に設定する輝度情報を生成する。バックライト制御回路２１は、各バックライト・
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ユニット（１，１）～（４，７）の輝度情報を含む制御フレームを生成してバックライト
１３に転送する。図５（Ａ）にバックライト制御回路２１が生成する制御フレーム２００
－１のデータ構造を示す。なお、図５（Ｂ）ないし図５（Ｄ）の制御フレーム２００－２
～２００－２８は、各バックライト・ユニットが生成する制御フレームであり、これにつ
いては後に説明する。
【００１９】
　制御フレーム２００－１は、プリアンブル２０１、スタート・フレーム・デリミタ（Ｓ
ＦＤ）２０３および２８個のデータ・フィールドＤＦ１～ＤＦ２８を含むデータ領域２０
５ａで構成されている。データ・フィールドＤＦ１～ＤＦ２８には、各バックライト・ユ
ニット（１，１）～（４，７）に設定する輝度情報が含まれている。輝度情報は、図４を
参照して後に説明するように、縦列接続されたバックライト・ユニット（１，１）～（４
，１）の順番で配置されている。プリアンブル２０１は、図３に示す各バックライト・ユ
ニット（１，１）～（４，７）のユニット制御回路１０５が制御フレーム２００－１のＳ
ＦＤ２０３およびこれに続くデータ・フィールドＤＦ１～ＤＦ２８を読み取る際に必要な
同期をとるためのデータである。ただし、プリアンブル２０１は、単純な非同期通信を行
う場合には制御フレームに含める必要はない。ＳＦＤ２０３は、制御フレーム２００－１
においてユニット制御回路１０５がデータ・フィールドＤＦ１の読み取り開始を認識する
ためのデータである。各データ・フィールドＤＦ１～ＤＦ２８は固定長のデータ格納領域
で、図３に示す各バックライト・ユニット１００のＬＥＤユニット１０１を駆動する駆動
電流を設定するための輝度情報を含む。バックライト電源回路２３は、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータで構成され入力された直流電圧ＤＣをバックライト１３に供給する直流の電圧に変換
する。
【００２０】
　本実施の形態にかかるバックライト・ユニット１００は図３に示すように、直列に接続
された複数の白色ＬＥＤで構成されるＬＥＤユニット１０１、ＤＣ／ＤＣコンバータ１０
３、ユニット制御回路１０５、発光源駆動回路１０７、および電流検出回路１０９で構成
されている。ＤＣ／ＤＣコンバータ１０３は、バックライト電源回路２３から供給された
直流電圧を、ユニット制御回路１０５および発光源駆動回路１０７に所定値の直流電圧で
供給する直流安定化電源である。バックライト電源回路２３から発光源駆動回路１０７お
よびユニット制御回路１０５に必要な電圧が直接供給されるのであれば、ＤＣ／ＤＣコン
バータ１０３は必ずしも設ける必要はない。ユニット制御回路１０５は、プロセッサ、Ｒ
ＡＭ、およびＲＯＭで構成されている。ＲＯＭには、液晶パネル制御回路１９または後に
説明するように先行するバックライト・ユニットから転送された制御フレームを処理する
ファームウエアが格納されている。なお、ユニット制御回路１０５は、ハードウエア・ワ
イヤード・ロジック回路で構成することもできる。
【００２１】
　ユニット制御回路１０５は、信号入力端子ＳＩＧｉｎに液晶パネル制御回路１９または
先行するバックライト・ユニットから入力された制御フレームを読み取り、データ・フィ
ールドＤＦ１～ＤＦ２８のいずれかから当該ＬＥＤユニット１０１の駆動電流を生成する
ための輝度情報を抽出して、当該輝度情報を発光源駆動回路１０７に設定する。ユニット
制御回路１０５は、受け取った取った制御フレームから、自らの輝度情報に関するデータ
・フィールドだけを削除した新たな制御フレームを生成し、信号出力端子ＳＩＧｏｕｔか
ら後続のバックライト・ユニットに出力する。
【００２２】
　たとえば、バックライト・ユニット１００に不揮発性メモリを設けてバックライト１３
での空間的な位置に対応するアドレスを格納するような場合は、バックライト・ユニット
の配列は、アドレスに従うことになるため各バックライト・ユニット１００の管理が煩雑
になるが、本実施の形態にかかる２８個のバックライト・ユニット１００は、すべて同一
の構成にすることができるのでマトリクス上のどの位置にでも配置することができ縦列接
続における位置を交換することができる。したがって、各バックライト・ユニット１００
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からは個性が喪失しているため製造工程での部品管理が容易である。また、製造試験の結
果いずれかのバックライト・ユニット１００に不具合がみつかった場合には、代替品との
交換が容易である。電力入力端子ＤＣｉｎは、電力出力端子ＤＣｏｕｔに直接接続されて
いる。
【００２３】
　発光源駆動回路１０７は、電流検出回路１０９から受け取ったＬＥＤユニット１０１に
流れる電流値とユニット制御回路１０５により設定された輝度情報に基づいて、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ１０３から供給された直流電圧をＰＷＭまたはＰＦＭで制御してＬＥＤユニ
ット１０１に流れる電流を定電流制御する。あるいは、発光源駆動回路１０７は、スイッ
チング素子を能動領域で使って定電流制御するように構成することも可能である。バック
ライト・ユニット１００は、図３に示した構成をハウジングに収納して、各ハウジングを
基板上に配置したり、ハウジングを使用しないでＬＥＤユニット１０１、ＤＣ／ＤＣコン
バータ１０３、ユニット制御回路１０５、発光源駆動回路１０７、および電流検出回路１
０９を直接基板の表面に実装したりして形成することができる。したがって、バックライ
ト・ユニット１００は、物理的な単位を構成する場合と機能的な単位を構成する場合の両
方を含む。
【００２４】
　図４は、バックライト制御回路２１およびバックライト電源回路２３に対するバックラ
イト・ユニット（１，１）～（４，７）の配線方法を示す図である。バックライト・ユニ
ット（１，１）～（４，７）はいずれも、図３のバックライト・ユニット１００と同一の
構成になっている。バックライト・ユニット（１，１）の信号入力端子ＳＩＧｉｎは、バ
ックライト制御回路２１と信号線で接続され、電力入力端子ＤＣｉｎはバックライト電源
回路２３と電力線で接続されている。バックライト・ユニット（１，１）の信号出力端子
ＳＩＧｏｕｔは、バックライト・ユニット（１，２）の信号入力端子ＳＩＧｉｎに接続さ
れ、バックライト・ユニット（１，１）の電力出力端子ＤＣｏｕｔは、バックライト・ユ
ニット（１，２）の電力入力端子ＤＣｉｎに接続されている。
【００２５】
　バックライト・ユニット（１，３）から（４，１）までも同様にマトリクスの配置の順
番に信号入力端子ＳＩＧｉｎと信号出力端子ＳＩＧｏｕｔが接続され、バックライト・ユ
ニットの全体が信号線で縦列接続（カスケード接続）される。図４では配線距離を短くす
るために、バックライト・ユニット（１，７）とバックライト・ユニット（２，７）を接
続し、バックライト・ユニット（２，１）とバックライト・ユニット（３，１）を接続し
、バックライト・ユニット（３，７）とバックライト・ユニット（４，７）を接続してい
るため、バックライト・ユニット（４，１）が縦列接続の最後に位置している。当然なが
ら、バックライト・ユニット（１，７）とバックライト・ユニット（２，１）を接続し、
バックライト・ユニット（２，７）とバックライト・ユニット（３，１）を接続し、バッ
クライト・ユニット（３，７）とバックライト・ユニット（４，１）を接続して、バック
ライト・ユニット（４，７）が縦列接続の最後に位置するようにしてもよい。
【００２６】
　本発明では、すべてのバックライト・ユニット（１，１）～（４，１）を相互に信号線
で縦列接続しておき、かつ、バックライト制御回路２１が縦列接続の順番と各バックライ
ト・ユニットの空間的な配置を対応付けて認識できるようにしている。バックライト制御
回路２１は、ホスト装置から受け取った画像データＲＧＢから、各バックライト・ユニッ
ト（１，１）～（４，１）に対応する画素領域の平均輝度を認識し、その画素領域に対応
するバックライト・ユニット（１，１）～（４，１）を縦列接続の順番として認識する。
【００２７】
　したがって、バックライト制御回路２１は各バックライト・ユニット（１，１）～（４
，１）に設定する輝度情報をデータ・フィールドＤＦ１～ＤＦ２８に縦列接続の順番で配
置することができる。その結果、各バックライト・ユニット（１，１）～（４，１）は制
御フレームに対する同一のアルゴリズムに基づいて、複数のデータ・フィールドの中から
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自らのＬＥＤユニット１０１を制御する輝度情報を含むデータ・フィールドを認識して読
み取ることができる。輝度情報の読み取り方法については後に詳しく説明する。電力線は
各バックライト・ユニット（１，１）～（４，１）に電圧を供給するだけなので、電力入
力端子ＤＣｉｎとＤＣｏｕｔを接続して縦列接続する必要はない。たとえば、電力線をバ
ックライト・ユニットの外部に敷設して各バックライト・ユニット１００をその電力線に
並列に接続するようにしてもよい。
【００２８】
　つぎに、液晶ディスプレイ１０におけるバックライト１３の輝度の制御方法について説
明する。バックライト制御回路２１は、バックライト・ユニット（１，１）～（４，１）
が図４に示した順番で縦列接続されていることに基づいて、各バックライト・ユニットの
液晶パネル１１に対する空間的な位置を認識している。たとえばバックライト制御回路２
１は、７番目に縦列接続されているバックライト・ユニット（１，７）は、画面の右上の
コーナーの位置であることを認識し、２８番目に縦列接続されているバックライト・ユニ
ット（４，１）は、画面の左下のコーナーの位置であることを認識する。また、バックラ
イト制御回路２１は、液晶パネル１１の画面をバックライト・ユニット（１，１）～（４
，１）に対応した複数の表示領域に分割して認識し、グラフィック・メモリから受け取っ
た画像データに基づく表示領域ごとの平均輝度から、バックライト・ユニット（１，１）
～（４，１）に設定すべき輝度を決定する。
【００２９】
　バックライト制御回路２１は、バックライト・ユニット（１，１）～（４，１）に設定
する輝度情報を制御フレーム２００－１の２８個のデータ・フィールドＤＦ１～ＤＦ２８
に縦列接続の順番に書き込み、液晶パネル制御回路１９が液晶パネル１１に画像データを
書き込むタイミングと同期して制御フレーム２００－１をバックライト・ユニット（１，
１）に転送する。制御フレーム２００－１を受け取ったバックライト・ユニット（１，１
）では、ユニット制御回路１０５がプリアンブル２０１から同期信号を生成したあとにＳ
ＦＤ２０３を読み取り、ＳＦＤ２０３の直後のデータ・フィールドＤＦ１に自らのＬＥＤ
ユニット１０１を制御する輝度情報が格納されていると認識してそれを読み取る。
【００３０】
　そして、ユニット制御回路１０５はデータ・フィールドＤＦ１から読み取った輝度情報
を発光源駆動回路１０７に設定する。発光源駆動回路１０７は、設定された輝度情報に基
づいてＬＥＤユニット１０１を定電流制御する。ユニット制御回路１０５は、図５（Ｂ）
に示すように、制御フレーム２００－１から読み取ったデータ・フィールドＤＦ１を取り
除いた制御フレーム２００－２を生成し、後続のバックライト・ユニット（１，２）に転
送する。制御フレーム２００－２のデータ領域２０５ｂは、１データ・フィールドだけ制
御フレーム２００－１のデータ領域２０５ａより小さくなっているがその他のデータ構造
には変化がない。バックライト・ユニット（１，２）のユニット制御回路１０５は、制御
フレーム２００－２に対してバックライト・ユニット（１，１）のユニット制御回路１０
５と同じアルゴリズムに基づく処理をする。
【００３１】
　すなわち、バックライト・ユニット（１，２）のユニット制御回路１０５はＳＦＤ２０
３の直後のデータ・フィールドＤＦ２に自らのＬＥＤユニット１０１を制御する輝度情報
が格納されていると認識してそれを読み取り、図５（Ｃ）に示すように、制御フレーム２
００－２から読み取ったデータ・フィールドＤＦ２を取り除いた制御フレーム２００－３
を生成して後続のバックライト・ユニット（１，３）に転送する。制御フレーム２００－
３のデータ領域２０５ｃは、１データ・フィールドだけ制御フレーム２００－２のデータ
領域２０５ｂより小さくなっている。
【００３２】
　バックライト・ユニット（１，３）のユニット制御回路１０５は、制御フレーム２００
－３に対してバックライト・ユニット（１，１）、（１，２）のユニット制御回路１０５
と同じアルゴリズムに基づく処理をして、新たな制御フレームを後続のバックライト・ユ
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ニット（１，４）に転送する。それ以後に接続されているバックライト・ユニット（１，
４）～（４，２）も同様にＳＦＤ２０３の直後のデータ・フィールドから自らのＬＥＤユ
ニット１０１を制御する輝度情報を読み取り、読み取ったデータ・フィールドを取り除い
た新たな制御フレームを生成して後続のバックライト・ユニットに転送する。最後に図５
（Ｄ）に示すような制御フレーム２００－２８を受け取ったバックライト・ユニット（４
，１）は、ＳＦＤ２０３の直後のデータ・フィールドＤＦ２８から自らのＬＥＤユニット
１０１を制御する輝度情報を読み取る。
【００３３】
　制御フレーム２００－２８のデータ領域２０５ｄには、データ・フィールドＤＦ２８し
か含まれておらず、ユニット制御回路１０５が輝度情報を読み取ったデータ・フィールド
ＤＦ２８を取り除いたときには後続に渡すデータ・フィールドが残っていないので、新た
な制御フレームの生成と転送はしない。後続に渡すデータ・フィールドがない場合には、
いずれのバックライト・ユニット（１，１）～（４，１）も後続のバックライト・ユニッ
トに対する新たな制御フレームの生成と転送を中止するようにユニット制御回路１０５の
ファームエアを形成しておくことができるので、各バックライト・ユニット（１，１）～
（４，１）はすべて同じ構成にすることができる。
【００３４】
　すべてのバックライト・ユニット（１，１）～（４，１）に対する輝度情報を含む制御
フレーム２００－１が最初にバックライト制御回路２１により生成されるが、その後は、
一つずつ輝度情報が減少した２７個の新たな制御フレームが縦列接続の順番に各バックラ
イト・ユニット（１，２）～（４，２）で生成されて後続のバックライト・ユニットに転
送される。１フレームの画像を表示する間にすべてのバックライト・ユニット（１，１）
～（４，１）が、それぞれ受け取った輝度情報に基づいた輝度で発光する。バックライト
制御回路２１がつぎのフレームの画像を表示する場合には、同期信号に応答して各バック
ライト・ユニット（１，１）～（４，１）は同様の手順で動作する。
【００３５】
　図４のトポロジーによれば、バックライト制御回路２１からは最低１本またはグランド
・ラインを入れて最低２本の信号線を配線することで、各バックライト・ユニット（１，
１）～（４，１）の輝度を個別に制御できるので、バックライト・ユニットの数が増えて
もピンや配線の増大による制約が発生しない。また、バックライト１３の製造中にいずれ
かのバックライト・ユニットに故障が発生して交換する場合に、他のバックライト・ユニ
ットと同一のものを使用できるので部品の管理が容易になる。
【００３６】
　これまで図２（Ａ）および図５を例示して、縦列接続の順番とバックライト・ユニット
（１，１）～（４，７）の空間的な配置との関係を説明したが、縦列接続の順番はバック
ライト・ユニット（１，１）～（４，７）の配置の規則性とは無関係に設定することがで
きる。たとえば、バックライト・ユニット（１，７）が１１番目となるように縦列接続し
ておき、バックライト制御回路２１が、１１番目のデータ・フィールドＤＦ１１に輝度情
報を書き込むバックライト・ユニットの空間的な配置が図２（Ａ）のバックライト・ユニ
ット（１，７）の位置であることを認識することも可能である。そのためには、縦列接続
の順番と空間的な配置の関係をマッピングするためのテーブルを用意するなどの処理が必
要になるので、両者の関係の認識を容易にするにはバックライト・ユニットの空間的な配
置の規則的な順番と縦列接続の順番を一致させておくことが望ましい。マトリクス状に配
置されたバックライト・ユニットの空間的な配置の規則的な順番と縦列接続の順番を一致
させておくために、（１，１）、（２，１）、（３，１）、（４，１）、（４，２）…（
４，７）というように列方向に縦列接続してもよい。
【００３７】
　図５を参照して、各ユニット制御回路１０５がＳＦＤ２０３の直後のデータ・フィール
ドから自らのＬＥＤユニット１０１を制御する輝度情報を読み取る例を説明したが、本発
明は、各ユニット制御回路１０５が制御フレームの最後に配置されたデータ・フィールド
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を自らのＬＥＤユニット１０１を制御する輝度情報として読み取るようにしてもよい。図
６にそのような方法を説明する制御フレームのデータ構造を示す。ここでも、各バックラ
イト・ユニット（１，１）～（４，１）は図４に示すトポロジーで縦列接続されているも
のとする。
【００３８】
　バックライト制御回路２１は、バックライト・ユニット（１，１）～（４，１）に設定
する輝度情報を図６（Ａ）に示すように、制御フレーム３００－１の２８個のデータ・フ
ィールドＤＦ１～ＤＦ２８に縦列接続の順番とは逆の順番に書き込み、液晶パネル制御回
路１９が液晶パネル１１に画像データを書き込むタイミングと同期して制御フレーム３０
０－１をバックライト・ユニット（１，１）に転送する。制御フレーム３００－１を受け
取ったバックライト・ユニット（１，１）では、ユニット制御回路１０５がプリアンブル
２０１から同期信号を生成したあとにＳＦＤ２０３を読み取り、ＳＦＤ２０３に続くデー
タ・フィールドを順番に読み取り、つぎのデータ・フィールドから輝度情報を読み取った
ときはその前に読み取った輝度情報を無視する処理を繰り返す。そして、データ・フィー
ルドＤＦ２８の後には読み取るデータ・フィールドがないことを認識したときに、その時
点で保有しているデータ・フィールドＤＦ２８に格納された輝度情報が自らのＬＥＤユニ
ット１０１を制御する輝度情報であると認識する。
【００３９】
　そして、ユニット制御回路１０５はデータ・フィールドＤＦ２８から読み取った輝度情
報を発光源駆動回路１０７に設定する。発光源駆動回路１０７は、設定された輝度情報に
基づいてＬＥＤユニット１０１を定電流制御する。バックライト・ユニット（１，１）の
ユニット制御回路１０５は、図６（Ｂ）に示すように、制御フレーム３００－１から読み
取ったデータ・フィールドＤＦ２８を取り除いた制御フレーム３００－２を生成し、後続
のバックライト・ユニット（１，２）に転送する。制御フレーム３００－２のデータ領域
３０５ｂは、１データ・フィールドだけ制御フレーム３００－１のデータ領域３０５ａよ
り小さくなっている。バックライト・ユニット（１，２）のユニット制御回路１０５は制
御フレーム３００－２に対してバックライト・ユニット（１，１）のユニット制御回路１
０５と同じアルゴリズムの処理をする。
【００４０】
　すなわち、バックライト・ユニット（１，１）のユニット制御回路１０５はＳＦＤ２０
３に続くすべてのデータ・フィールドを読み取り、読み取るデータ・フィールドがなくな
った時点で保有するデータ・フィールドＤＦ２７に格納された輝度情報が自らのＬＥＤユ
ニット１０１を制御する輝度情報であると認識して読み取る。そして、図６（Ｃ）に示す
ように、制御フレーム３００－２から読み取ったデータ・フィールドＤＦ２７を取り除い
た制御フレーム３００－３を生成して後続のバックライト・ユニット（１，３）に転送す
る。制御フレーム３００－３のデータ領域３０５ｃは、１データ・フィールドだけ制御フ
レーム３００－２のデータ領域３０５ｂより小さくなっている。
【００４１】
　バックライト・ユニット（１，３）のユニット制御回路１０５は、制御フレーム３００
－３に対してバックライト・ユニット（１，１）、（１，２）のユニット制御回路１０５
と同じアルゴリズムに基づく処理をして、新たな制御フレームを後続のバックライト・ユ
ニット（１，４）に転送する。それ以後に接続されているバックライト・ユニット（１，
４）～（４，２）も同様にＳＦＤ３０３に続くすべてのデータ・フィールドを読み取りな
がら無視し最後に配置されたデータ・フィールドから自らのＬＥＤユニット１０１を制御
する輝度情報を読み取り、読み取ったデータ・フィールドを取り除いた新たな制御フレー
ムを生成して後続のバックライト・ユニットに転送する。
【００４２】
　最後に図６（Ｄ）に示すような制御フレーム３００－２８を受け取ったバックライト・
ユニット（４，１）は、データ・フィールドＤＦ１から自らのＬＥＤユニット１０１を制
御する輝度情報を読み取る。制御フレーム３００－２７のデータ領域３０５ｄには、デー
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タ・フィールドＤＦ１しか含まれておらず、ユニット制御回路１０５が輝度情報を読み取
ったデータ・フィールドＤＦ１を取り除いたときには後続に渡すデータ・フィールドが残
っていないので、新たな制御フレームの生成と転送はしない。なお、図６に示した制御フ
レームの最後に、最後であることを示すデリミタを追加して各バックライト・ユニットの
制御回路が自ら読み取るデータ・フィールドを認識できるようにしてもよい。
【００４３】
　図５、図６に示した制御フレームでは、バックライト・ユニットを経由するたびにデー
タ領域のサイズが１データ・フィールド分だけ小さくなっている。本発明では、すべての
バックライト・ユニットが処理する制御フレームのサイズを等しくすることもできる。た
とえば、各データ・フィールドの先頭に当該データ・フィールドの有効または無効を示す
フラグを設定し、図５または図６を参照した説明の中で、ユニット制御回路１０５が新た
な制御フレームを生成する際に輝度情報を読み取ったデータ・フィールドを削除すること
に代えて、フラグを無効に設定することができる。
【００４４】
　図７にそのような制御フレーム４００のデータ構造を示す。制御フレーム４００は、デ
ータ・フィールドＤＦ１～ＤＦ２８のそれぞれが、フラグを格納する領域とデータを格納
する領域に区分されている。データを格納する領域には、制御フレーム２００－１および
制御フレーム３００－１と同様に輝度情報を格納する。フラグを格納する領域には、それ
ぞれのデータ・フィールドの有効または無効を示すデータを格納する。制御フレーム４０
０を処理するユニット制御回路は、フラグが無効を示す場合は、当該データ・フィールド
を無視するように構成し、フラグが有効を示す場合は当該データ・フィールドから輝度情
報を読み取る。ユニット制御回路はフラグが無効に設定されたデータ・フィールドを、図
５、図６を参照した説明の中で削除されたデータ・フィールドと同じように処理すること
で、各バックライト・ユニットは同じアルゴリズムに基づく処理で自らの輝度情報が格納
されたデータ・フィールドを認識することができる。
【００４５】
　これまで発光源として白色ＬＥＤを例に実施の形態を説明したが、本発明は赤、緑、青
の３色のＬＥＤで白色光を生成する方式や、エレクトロルミネセンス素子（ＥＬ）または
冷陰極管（ＣＣＦＬ）などの他の発光源に適用することも可能である。また、直下型バッ
クライトを例示して説明したが、サイドエッジ型バックライトにおいて、複数のバックラ
イト・ユニットを直線的または平面的に接続して個別に輝度制御を行う場合にも適用する
ことができる。さらに、画像の輝度情報に基づいてバックライト・ユニットの輝度を制御
する方法を説明したが、本発明は、カラー・フィルターを使用しないでフル・カラー表示
をするフィールド・シーケンシャル方式（時分割方式）で３色のＬＥＤを個別に制御する
場合にも適用できる。
【００４６】
　図８にフィールド・シーケンシャル方式に適用可能なバックライト・ユニット５００の
構成を示す。バックライト・ユニット５００は、基本的な構成はバックライト・ユニット
１００と同一であるが、白色ＬＥＤで構成されたＬＥＤユニット１０１に代えて、赤色の
ＬＥＤユニット５０１ａ、緑色のＬＥＤユニット５０１ｂ、および青色のＬＥＤユニット
５０１ｃを含む。バックライト制御回路２１は、グラフィック・メモリから受け取った赤
色、緑色、青色の各画像データＲＧＢに基づく表示領域ごとの平均輝度から、バックライ
ト・ユニット（１，１）～（４，７）に設定すべき３つの色の輝度情報をデータ・フィー
ルドに設定する。
【００４７】
　ユニット制御回路５０５は、各ＬＥＤユニット５０１ａ～５０１ｃに対する３つの輝度
情報を制御フレームのデータ・フィールドから読み取る。発光源駆動回路５０７は、ＬＥ
Ｄユニット５０１ａ～５０１ｃに流れる電流を検出する電流検出回路５０９ａ～５０９ｃ
からのフィードバック電流とユニット制御回路５０５により設定された輝度情報に基づい
て、各ＬＥＤユニット５０１ａ～５０１ｃを１フレームの１／３の時間ずつ点灯させる。
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本発明にかかるバックライトは、テレビ受像機やコンピュータ・システムのディスプレイ
に採用することができる。
【００４８】
　これまで本発明について図面に示した特定の実施の形態をもって説明してきたが、本発
明は図面に示した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の効果を奏する限り、こ
れまで知られたいかなる構成であっても採用することができることはいうまでもないこと
である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】液晶ディスプレイの基本構成を示すブロック図である。
【図２】バックライトのマトリクス配列を示す平面図と液晶ディスプレイの側面図である
。
【図３】バックライト・ユニットの構成を示すブロック図である。
【図４】バックライト制御回路およびバックライト電源回路に対するバックライト・ユニ
ットの配線方法を示す図である。
【図５】制御フレームのデータ構造を示す図である。
【図６】制御フレームの他のデータ構造を示す図である。
【図７】制御フレームの他のデータ構造を示す図である。
【図８】バックライト・ユニットの他の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００５０】
１０…液晶ディスプレイ
１３…バックライト
１５…データ線駆動回路
１７…走査線駆動回路
１００…バックライト・ユニット
１０１…ＬＥＤユニット
２００－１～２００－２７、３００－１～３００－２７、４００…制御フレーム
２０５ａ～２０５ｄ、３０５ａ～３０５ｄ…データ領域
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